
(57)【要約】

【課題】術者に煩わしさを感じさせることなく、簡易に

通常観察とストロボ観察とを行うことができ、しかもど

ちらもカラーで観察することができる電子スコープ用プ

ロセッサを提供すること。

【解決手段】電子スコープ用プロセッサは、撮像手段を

有する電子スコープ用のプロセッサであって、観察部位

にＲ、Ｇ、Ｂの各閃光を順次照明する照明手段と、観察

部位の振動を波形として検出する検出手段と、通常観察

とストロボ観察とのいずれかを設定する設定手段と、ス

トロボ観察が設定されると撮像可能期間が検出手段によ

り検出された振動波形一周期よりも長くなるように撮像

手段を制御すると同時に、撮像可能期間内にＲ、Ｇ、Ｂ

いずれか一つの閃光が発光され、かつ各閃光の発光タイ

ミングが検出手段によって検出される波形における同位

相に対応するように照明手段を制御する制御手段と、を

有する構成にした。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
観 察 部 位 が 照 明 さ れ て い る 時 だ け 受 光 面 に 形 成 さ れ た 光 学 像 に 対 応 す る 電 荷 を 蓄 積 す る こ
と に よ り 撮 像 し 、 該 電 荷 を 転 送 す る 撮 像 手 段 を 有 す る 電 子 ス コ ー プ 用 の プ ロ セ ッ サ で あ っ
て 、
前 記 観 察 部 位 に Ｒ 、 Ｇ 、 Ｂ の 各 閃 光 を 順 次 照 明 す る 照 明 手 段 と 、
前 記 観 察 部 位 の 振 動 を 波 形 と し て 検 出 す る 検 出 手 段 と 、
通 常 観 察 と ス ト ロ ボ 観 察 と の い ず れ か を 観 察 方 法 と し て 設 定 す る 設 定 手 段 と 、
前 記 設 定 手 段 に よ り ス ト ロ ボ 観 察 が 設 定 さ れ る と 、 撮 像 可 能 期 間 が 前 記 検 出 手 段 に よ り 検
出 さ れ た 振 動 波 形 一 周 期 よ り も 長 く な る よ う に 前 記 撮 像 手 段 を 制 御 す る 撮 像 制 御 信 号 を 出
力 す る と 同 時 に 、 前 記 撮 像 可 能 期 間 内 に 前 記 Ｒ 、 Ｇ 、 Ｂ い ず れ か 一 つ の 閃 光 が 発 光 さ れ 、
か つ 各 閃 光 の 発 光 タ イ ミ ン グ が 前 記 検 出 手 段 に よ っ て 検 出 さ れ る 前 記 波 形 に お け る 同 位 相
に 対 応 す る よ う に 前 記 照 明 手 段 を 制 御 す る 制 御 手 段 と 、
を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 電 子 ス コ ー プ 用 プ ロ セ ッ サ 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ に 記 載 の 電 子 ス コ ー プ 用 プ ロ セ ッ サ に お い て 、
前 記 設 定 手 段 に よ り ス ト ロ ボ 観 察 が 設 定 さ れ た 時 、 前 記 制 御 手 段 は 、 モ ニ タ の 複 数 フ レ ー
ム 分 の 走 査 時 間 内 で １ フ レ ー ム 分 の 画 像 が 撮 像 さ れ る よ う に 前 記 撮 像 手 段 を 制 御 す る 前 記
撮 像 制 御 信 号 を 出 力 す る こ と を 特 徴 と す る 電 子 ス コ ー プ 用 プ ロ セ ッ サ 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 ２ に 記 載 の 電 子 ス コ ー プ 用 プ ロ セ ッ サ に お い て 、
ス ト ロ ボ 観 察 時 、 前 記 制 御 手 段 は 前 記 モ ニ タ の ２ フ レ ー ム 分 の 走 査 時 間 で １ フ レ ー ム 分 の
画 像 が 撮 像 さ れ る よ う に 前 記 撮 像 手 段 を 制 御 す る 前 記 撮 像 制 御 信 号 を 出 力 す る こ と を 特 徴
と す る 電 子 ス コ ー プ 用 プ ロ セ ッ サ 。
【 請 求 項 ４ 】
請 求 項 １ か ら 請 求 項 ３ の い ず れ か に 記 載 の 電 子 ス コ ー プ 用 プ ロ セ ッ サ に お い て 、
前 記 設 定 手 段 に よ り 通 常 観 察 が 設 定 さ れ た 時 、 前 記 制 御 手 段 は 前 記 モ ニ タ の １ フ レ ー ム 分
の 走 査 時 間 で １ フ レ ー ム 分 の 画 像 が 撮 像 さ れ る よ う に 前 記 撮 像 手 段 を 制 御 す る 撮 像 制 御 信
号 を 出 力 す る こ と を 特 徴 と す る 電 子 ス コ ー プ 用 プ ロ セ ッ サ 。
【 請 求 項 ５ 】
請 求 項 ３ に 記 載 の 電 子 ス コ ー プ 用 プ ロ セ ッ サ に お い て 、
ス ト ロ ボ 観 察 時 、 前 記 制 御 手 段 は 、 同 一 色 の 閃 光 の 発 光 タ イ ミ ン グ に つ い て 、 一 回 の 発 光
ご と の 発 光 タ イ ミ ン グ に 対 応 す る 前 記 波 形 の 位 相 を 、 前 回 の 発 光 タ イ ミ ン グ に 対 応 す る 前
記 波 形 の 位 相 に 対 し て 所 定 量 ず つ ず ら す こ と を 特 徴 と す る 電 子 ス コ ー プ 用 プ ロ セ ッ サ 。
【 請 求 項 ６ 】
請 求 項 １ か ら 請 求 項 ５ の い ず れ か に 記 載 の 電 子 ス コ ー プ 用 プ ロ セ ッ サ に お い て 、
前 記 設 定 手 段 に よ り ス ト ロ ボ 観 察 が 設 定 さ れ た 時 、 前 記 制 御 手 段 は 、 各 閃 光 の 発 光 タ イ ミ
ン グ を 常 に 前 記 波 形 に お け る 同 一 位 相 に 対 応 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 電 子 ス コ ー プ 用 プ ロ
セ ッ サ 。
【 請 求 項 ７ 】
請 求 項 １ か ら 請 求 項 ６ の い ず れ か に 記 載 の 電 子 ス コ ー プ 用 プ ロ セ ッ サ に お い て 、
前 記 照 明 手 段 は 、 閃 光 を 発 光 す る 光 源 と 、 所 定 角 度 範 囲 ご と に 配 設 さ れ る Ｒ 、 Ｇ 、 Ｂ の 三
枚 の 色 フ ィ ル タ を 有 す る 回 転 板 と 、 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 電 子 ス コ ー プ 用 プ ロ セ ッ サ
。
【 請 求 項 ８ 】
請 求 項 １ か ら 請 求 項 ７ の い ず れ か に 記 載 の 電 子 ス コ ー プ 用 プ ロ セ ッ サ に お い て 、
前 記 撮 像 手 段 か ら 読 み 出 さ れ た 前 記 電 荷 を 画 像 デ ー タ と し て 前 記 閃 光 の 色 に 対 応 す る 記 憶
部 に そ れ ぞ れ 格 納 し 、 前 記 記 憶 部 に 格 納 さ れ て い る す べ て の 前 記 画 像 デ ー タ を 所 定 の タ イ
ミ ン グ で 同 時 出 力 す る こ と に よ り 一 つ の 画 像 を 生 成 す る 画 像 生 成 手 段 を 有 す る こ と を 特 徴
と す る 電 子 ス コ ー プ 用 プ ロ セ ッ サ 。
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【 請 求 項 ９ 】
請 求 項 １ か ら 請 求 項 ８ の い ず れ か に 記 載 の 電 子 ス コ ー プ 用 プ ロ セ ッ サ に お い て 、
前 記 観 察 部 位 は 、 一 定 の 周 期 を も っ て 高 速 で 振 動 す る 声 帯 で あ る こ と を 特 徴 と す る 電 子 ス
コ ー プ 用 プ ロ セ ッ サ 。
【 請 求 項 １ ０ 】
請 求 項 １ か ら 請 求 項 ９ の い ず れ か に 記 載 の 電 子 ス コ ー プ 用 プ ロ セ ッ サ と 、
前 記 電 子 ス コ ー プ 用 プ ロ セ ッ サ に 電 気 的 か つ 光 学 的 に 接 続 さ れ 、 前 記 電 子 ス コ ー プ 用 プ ロ
セ ッ サ の 照 明 手 段 か ら の 各 閃 光 を 先 端 に 導 く ラ イ ト ガ イ ド 、 お よ び 前 記 各 閃 光 に よ っ て 観
察 部 位 が 照 明 さ れ て い る 時 だ け 前 記 観 察 部 位 を 撮 像 す る 撮 像 手 段 を 備 え る 電 子 ス コ ー プ と
、 を 有 し 、
前 記 電 子 ス コ ー プ 用 プ ロ セ ッ サ と 前 記 電 子 ス コ ー プ と の 少 な く と も 一 方 に 通 常 観 察 と ス ト
ロ ボ 観 察 と の い ず れ か を 観 察 方 法 と し て 選 択 す る 選 択 手 段 が 設 け ら れ 、
前 記 電 子 ス コ ー プ 用 プ ロ セ ッ サ の 制 御 手 段 は 、 前 記 選 択 手 段 に よ り 選 択 さ れ た 観 察 方 法 に
対 応 し て 前 記 照 明 手 段 と 前 記 撮 像 手 段 と を 制 御 す る こ と 、 を 特 徴 と す る 電 子 内 視 鏡 シ ス テ
ム 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
こ の 発 明 は 、 体 内 、 特 に 喉 頭 を 観 察 す る た め に 使 用 さ れ る 電 子 ス コ ー プ 用 プ ロ セ ッ サ お よ
び 電 子 内 視 鏡 シ ス テ ム に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
近 年 、 耳 鼻 咽 喉 の 分 野 に お い て も 電 子 内 視 鏡 シ ス テ ム を 使 用 し た 観 察 や 治 療 が 普 及 し つ つ
あ る 。 耳 鼻 咽 喉 の 分 野 で は 、 観 察 部 位 お よ び そ の 周 囲 の 様 子 を 観 察 （ 以 下 、 通 常 観 察 と い
う ） す る だ け で な く 、 一 定 レ ベ ル の 音 を 連 続 発 声 し て い る と き の 声 帯 の よ う に 一 定 の 周 期
性 を 持 っ て 高 速 振 動 す る 部 位 を そ の 振 動 状 態 が 把 握 で き る よ う な ス ロ ー 動 画 と し て 観 察 （
以 下 、 ス ト ロ ボ 観 察 と い う ） す る こ と も 喉 頭 疾 患 の 診 断 、 治 療 に は 不 可 欠 と さ れ る 。 す な
わ ち 高 速 振 動 部 位 を ス ト ロ ボ 観 察 す る こ と に よ り 、 観 察 部 位 が 癌 や 瘢 痕 等 に よ っ て 硬 化 し
て い る か 、 ポ リ ー プ 等 に よ っ て 軟 化 し て い る か を 識 別 す る こ と が で き る 。 し か し 、 従 来 の
電 子 内 視 鏡 シ ス テ ム は 、 通 常 観 察 用 に 構 成 さ れ て い た た め 、 上 記 声 帯 の よ う に 高 速 で 振 動
す る 部 位 を ス ロ ー 動 画 と し て 撮 像 、 観 察 す る こ と が で き な か っ た 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
そ こ で 従 来 耳 鼻 咽 喉 科 で は 、 咽 頭 ス ト ロ ボ ス コ ー プ シ ス テ ム と い わ れ る ス ト ロ ボ 観 察 専 用
の 内 視 鏡 シ ス テ ム を 使 用 し て い た 。 咽 頭 ス ト ロ ボ ス コ ー プ シ ス テ ム は 、 間 欠 的 な 閃 光 （ ス
ト ロ ボ 光 ） を 発 光 す る ス ト ロ ボ 光 源 を 備 え た プ ロ セ ッ サ と 、 該 光 源 装 置 に 接 続 さ れ る 骨 伝
導 性 マ イ ク と 、 フ ァ イ バ ス コ ー プ と 、 テ レ ビ カ メ ラ と 、 モ ニ タ 等 と を 有 し て お り 、 以 下 の
よ う に し て ス ト ロ ボ 観 察 を 実 現 し て い る 。 す な わ ち 、 被 検 者 の 喉 付 近 に 骨 伝 導 性 マ イ ク を
あ て つ け 、 発 声 に 伴 う 声 帯 の 振 動 周 期 を 検 出 す る 。 そ し て 、 検 出 さ れ た 振 動 周 期 に 同 期 し
て プ ロ セ ッ サ か ら ス ト ロ ボ 光 を 発 光 さ せ 振 動 中 の 部 位 を 照 明 す る 。 照 明 さ れ た 部 位 を フ ァ
イ バ ス コ ー プ に よ っ て 撮 影 し 、 接 眼 部 に 取 り 付 け た テ レ ビ カ メ ラ を 介 し て モ ニ タ 等 に 観 察
部 位 の 画 像 を 出 力 す る 。 こ こ で 、 ス ト ロ ボ 光 が 声 帯 の 振 動 波 形 に 対 し て 位 相 が 所 定 量 ず つ
ず れ て 発 光 す る よ う に 発 光 周 期 を 制 御 す れ ば 、 ス ロ ー 動 画 で の 観 察 が 可 能 に な る 。 な お 、
ス ト ロ ボ 光 が 常 に 声 帯 の 振 動 波 形 に お け る 所 定 の 位 相 で 発 光 す る よ う に 制 御 す れ ば 、 特 定
の 形 状 の み を 静 止 画 と し て 観 察 す る こ と も 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
以 上 の よ う に 、 従 来 は 、 上 記 通 常 観 察 用 の 電 子 内 視 鏡 シ ス テ ム と 、 咽 頭 ス ト ロ ボ ス コ ー プ
シ ス テ ム と を 併 用 し て い た 。 そ の た め 、 術 者 に と っ て は 所 望 の 観 察 に 対 応 し て 内 視 鏡 シ ス
テ ム を 使 い 分 け な け れ ば な ら ず 、 煩 に 耐 え な い と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
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そ こ で 本 発 明 は 上 記 の 事 情 に 鑑 み 、 術 者 に 煩 わ し さ を 感 じ さ せ る こ と な く 、 簡 易 に 通 常 観
察 と ス ト ロ ボ 観 察 と を 行 う こ と が で き 、 し か も ど ち ら も カ ラ ー で 観 察 す る こ と が で き る 電
子 ス コ ー プ 用 プ ロ セ ッ サ お よ び 電 子 内 視 鏡 シ ス テ ム を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
こ の た め 、 請 求 項 １ に 記 載 の 電 子 ス コ ー プ 用 プ ロ セ ッ サ は 、 観 察 部 位 が 照 明 さ れ て い る 時
だ け 受 光 面 に 形 成 さ れ た 光 学 像 に 対 応 す る 電 荷 を 蓄 積 す る こ と に よ り 撮 像 し 、 該 電 荷 を 転
送 す る 撮 像 手 段 を 有 す る 電 子 ス コ ー プ 用 の プ ロ セ ッ サ で あ っ て 、 観 察 部 位 に Ｒ 、 Ｇ 、 Ｂ の
各 閃 光 を 順 次 照 明 す る 照 明 手 段 と 、 観 察 部 位 の 振 動 を 波 形 と し て 検 出 す る 検 出 手 段 と 、 通
常 観 察 と ス ト ロ ボ 観 察 と の い ず れ か を 観 察 方 法 と し て 設 定 す る 設 定 手 段 と 、 設 定 手 段 に よ
り ス ト ロ ボ 観 察 が 設 定 さ れ る と 、 撮 像 可 能 期 間 が 検 出 手 段 に よ り 検 出 さ れ た 振 動 波 形 一 周
期 よ り も 長 く な る よ う に 撮 像 手 段 を 制 御 す る 撮 像 制 御 信 号 を 出 力 す る と 同 時 に 、 撮 像 可 能
期 間 内 に Ｒ 、 Ｇ 、 Ｂ い ず れ か 一 つ の 閃 光 が 発 光 さ れ 、 か つ 各 閃 光 の 発 光 タ イ ミ ン グ が 検 出
手 段 に よ っ て 検 出 さ れ る 波 形 に お け る 同 位 相 に 対 応 す る よ う に 照 明 手 段 を 制 御 す る 制 御 手
段 と 、 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
上 記 の 構 成 に よ れ ば 、 通 常 観 察 時 は Ｒ 、 Ｇ 、 Ｂ の 各 閃 光 に よ っ て カ ラ ー 画 像 が 観 察 で き る
。 ま た 、 ス ト ロ ボ 観 察 時 に は 、 振 動 １ 周 期 内 よ り も 撮 像 可 能 期 間 を 長 く 設 定 し て 任 意 の 位
相 で の 発 光 、 撮 像 を 可 能 に し て 、 滑 ら か な カ ラ ー の ス ロ ー 動 画 を 実 現 す る こ と が で き る 。
ま た 、 従 来 の よ う に 観 察 方 法 に 対 応 し た 装 置 を 複 数 用 意 せ ず に 任 意 の 観 察 が 容 易 に 行 わ れ
る 。 す な わ ち 、 内 視 鏡 処 置 中 、 術 者 は 実 行 し よ う と す る 観 察 に 応 じ て 内 視 鏡 装 置 を 使 い 分
け る 必 要 が な く な り 負 担 が 軽 減 さ れ る 。 被 検 者 体 内 に 電 子 ス コ ー プ を 挿 入 し た 状 態 で 容 易
に 通 常 観 察 と ス ト ロ ボ 観 察 と を 変 え る こ と が 可 能 に な り 、 被 検 者 の 精 神 的 疲 労 や 肉 体 的 苦
痛 を 軽 減 す る こ と に も つ な が る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
よ り 具 体 的 に は 、 本 発 明 の 電 子 ス コ ー プ 用 プ ロ セ ッ サ は 、 設 定 手 段 に よ り ス ト ロ ボ 観 察 が
設 定 さ れ た 時 、 制 御 手 段 は 、 モ ニ タ の 複 数 フ レ ー ム 分 の 走 査 時 間 内 で １ フ レ ー ム 分 の 画 像
が 撮 像 さ れ る よ う に 前 記 撮 像 手 段 を 制 御 す る 撮 像 制 御 信 号 を 出 力 す る こ と を 特 徴 と す る （
請 求 項 ２ ） 。 モ ニ タ の 複 数 フ レ ー ム 分 の 走 査 時 間 で １ フ レ ー ム 分 の 画 像 を 撮 像 す る こ と に
よ り 、 観 察 部 位 の 振 動 １ 周 期 内 よ り も 撮 像 可 能 期 間 を 長 く 設 定 す る こ と が 可 能 と な る 。 例
え ば 、 ス ト ロ ボ 観 察 時 、 モ ニ タ の ２ フ レ ー ム 分 の 走 査 時 間 で １ フ レ ー ム 分 の 画 像 が 撮 像 さ
れ る よ う に 撮 像 手 段 を 制 御 す る こ と が モ ニ タ で 再 生 さ れ る カ ラ ー の ス ロ ー 動 画 像 の 滑 ら か
さ を 維 持 す る 点 か ら 望 ま し い （ 請 求 項 ３ ） 。 な お 、 制 御 手 段 は 、 設 定 手 段 に よ り 通 常 観 察
が 設 定 さ れ た 時 、 モ ニ タ の １ フ レ ー ム 分 の 走 査 時 間 で １ フ レ ー ム 分 の 画 像 が 撮 像 さ れ る よ
う に 前 記 撮 像 手 段 を 制 御 す る （ 請 求 項 ４ ） 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
ま た 、 ス ト ロ ボ 観 察 時 、 該 制 御 手 段 が 、 同 一 色 の 閃 光 の 発 光 タ イ ミ ン グ に つ い て 、 一 回 の
発 光 ご と の 発 光 タ イ ミ ン グ に 対 応 す る 前 記 波 形 の 位 相 を 、 前 回 の 発 光 タ イ ミ ン グ に 対 応 す
る 前 記 波 形 の 位 相 に 対 し て 所 定 量 ず つ ず ら す こ と に よ り 、 カ ラ ー の ス ロ ー 動 画 に よ る 観 察
が 可 能 と な る （ 請 求 項 ５ ） 。 ま た 、 設 定 手 段 に よ り ス ト ロ ボ 観 察 が 設 定 さ れ た 時 、 該 制 御
手 段 は 、 各 閃 光 の 発 光 タ イ ミ ン グ を 常 に 前 記 波 形 に お け る 同 一 位 相 に 対 応 さ せ る こ と に よ
り 振 動 状 態 に お け る 特 定 形 状 を 静 止 画 と し て 観 察 可 能 と な る （ 請 求 項 ６ ） 。
【 ０ ０ １ ０ 】
請 求 項 ７ に 記 載 の 電 子 ス コ ー プ 用 プ ロ セ ッ サ に よ れ ば 、 上 記 照 明 手 段 は 、 閃 光 を 発 光 す る
光 源 と 、 所 定 角 度 範 囲 ご と に 配 設 さ れ る Ｒ 、 Ｇ 、 Ｂ の 三 枚 の 色 フ ィ ル タ を 有 す る 回 転 板 と
、 を 有 す る 構 成 に す る こ と が で き る 。 該 照 明 手 段 は 、 間 欠 的 な 閃 光 を 発 光 す る 光 源 を 使 用
す る た め 、 Ｒ Ｇ Ｂ の 色 フ ィ ル タ 間 に 遮 光 板 は 不 要 で あ る 。 な お 、 照 明 手 段 の 他 の 構 成 と し
て は 、 前 面 に 各 々 Ｒ Ｇ Ｂ の 色 フ ィ ル タ を 配 設 さ れ た 三 つ の ス ト ロ ボ 光 源 か ら 構 成 さ れ る も
の で あ っ て も い い 。
【 ０ ０ １ １ 】
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な お 上 記 電 子 ス コ ー プ 用 プ ロ セ ッ サ は 、 一 定 の 周 期 を も っ て 高 速 で 振 動 す る 声 帯 が 観 察 部
位 で あ る 場 合 に 使 用 す る こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
図 １ は 本 発 明 の 実 施 形 態 の 電 子 内 視 鏡 シ ス テ ム １ ０ ０ の 概 略 構 成 図 で あ る 。 電 子 内 視 鏡 シ
ス テ ム １ ０ ０ は 、 プ ロ セ ッ サ １ ０ ０ ａ お よ び 電 子 ス コ ー プ １ ０ ０ ｂ か ら 構 成 さ れ る 。 プ ロ
セ ッ サ １ ０ ０ ａ は 、 光 源 部 １ ０ 、 制 御 部 ２ ０ 、 画 像 処 理 部 ３ ０ 、 操 作 パ ネ ル ４ ０ を 有 す る
。 ま た プ ロ セ ッ サ １ ０ ０ ａ は マ イ ク ５ ０ 及 び Ｔ Ｖ モ ニ タ （ 不 図 示 ） が 接 続 さ れ る 。 電 子 ス
コ ー プ １ ０ ０ ｂ は 、 そ の 先 端 に 、 Ｃ Ｃ Ｄ ７ ０ 、 ラ イ ト ガ イ ド ６ ０ （ 射 出 端 ６ ０ ａ ） を 有 す
る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
光 源 部 １ ０ は 、 ス ト ロ ボ 光 源 １ 、 絞 り ２ 、 集 光 レ ン ズ ３ 、 回 転 フ ィ ル タ 板 ４ 、 を 有 す る 。
ス ト ロ ボ 光 源 １ は 高 輝 度 で か つ 短 時 間 の 閃 光 を 所 定 の 時 間 間 隔 で 発 光 す る 。 ま た 、 図 ２ に
ス ト ロ ボ 光 源 １ か ら み た 回 転 フ ィ ル タ 板 ４ を 示 す 。 回 転 フ ィ ル タ 板 ４ は 、 Ｒ 、 Ｇ 、 Ｂ の 三
枚 の 色 フ ィ ル タ ４ ｒ 、 ４ ｇ 、 ４ ｂ を 備 え る 円 板 形 状 を 有 す る 。 各 色 フ ィ ル タ ４ ｒ 、 ４ ｇ 、
４ ｂ は 、 所 定 角 度 範 囲 ご と に 均 等 に 配 設 さ れ て い る 。 各 色 フ ィ ル タ ４ ｒ 、 ４ ｇ 、 ４ ｂ は 、
入 射 す る 閃 光 を そ れ ぞ れ Ｒ 光 、 Ｇ 光 、 Ｂ 光 に す る 特 徴 を 有 す る 。 回 転 フ ィ ル タ 板 ４ は 制 御
部 ２ ０ に よ っ て 所 定 の 速 度 で 回 転 制 御 さ れ て い る た め 、 各 色 フ ィ ル タ ４ ｒ ～ ４ ｂ は 、 順 次
光 路 中 に 挿 入 さ れ る 。 つ ま り ， ス ト ロ ボ 光 源 １ か ら 照 射 さ れ た 閃 光 は 、 各 色 フ ィ ル タ ４ ｒ
～ ４ ｂ に 入 射 し 、 Ｒ 、 Ｇ 、 Ｂ の 各 色 の 閃 光 が 順 次 生 成 さ れ る 。 な お 、 本 発 明 で は 、 撮 像 に
使 用 す る 光 は 各 色 フ ィ ル タ ４ ｒ ～ ４ ｂ が 光 路 中 に 挿 入 し た と き に 同 期 し た 閃 光 で あ る た め
、 各 色 フ ィ ル タ ４ ｒ 、 ４ ｇ 、 ４ ｂ 間 に 遮 光 部 を 設 け る に は 及 ば な い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
本 実 施 形 態 の 電 子 内 視 鏡 シ ス テ ム １ ０ ０ は 、 被 検 者 が 所 定 レ ベ ル の 音 を 連 続 発 声 す る こ と
に よ り 高 速 で 振 動 し て い る 声 帯 を 通 常 観 察 ま た は ス ト ロ ボ 観 察 す る た め の シ ス テ ム で あ る
。 術 者 は 、 操 作 パ ネ ル ４ ０ を 操 作 す る こ と に よ っ て 観 察 方 法 と し て 通 常 観 察 か ス ト ロ ボ 観
察 か を 任 意 に 設 定 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
以 下 、 電 子 内 視 鏡 シ ス テ ム １ ０ ０ の 撮 像 処 理 に つ い て 図 ３ の タ イ ミ ン グ チ ャ ー ト を 参 照 し
つ つ 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
術 者 が 操 作 パ ネ ル ４ ０ に よ っ て 通 常 観 察 が 設 定 さ れ る と 、 制 御 部 ２ ０ は 、 Ｃ Ｃ Ｄ ７ ０ に 撮
像 制 御 信 号 を 送 信 す る こ と に よ り 、 Ｔ Ｖ モ ニ タ の １ フ レ ー ム 分 の 走 査 時 間 （ Ｔ Ｖ モ ニ タ の
１ 周 期 ： １ ／ ３ ０ 秒 ） 内 に Ｒ 、 Ｇ 、 Ｂ の 各 閃 光 に よ っ て 一 回 ず つ 撮 像 が 行 わ れ る よ う に Ｃ
Ｃ Ｄ ７ ０ を 制 御 す る 。 図 ３ Ａ に 通 常 観 察 時 の 撮 像 制 御 信 号 を 示 す 。 図 ３ Ａ 中 、 Ｒ 撮 像 可 能
期 間 と は 、 Ｃ Ｃ Ｄ ７ ０ が Ｒ （ 赤 色 ） の 閃 光 に よ り 電 荷 の 蓄 積 を 行 う こ と が 可 能 な 期 間 で あ
り 、 Ｒ 転 送 期 間 と は 、 Ｒ の 閃 光 に よ っ て 蓄 積 さ れ た 電 荷 を Ｒ 画 像 信 号 と し て 画 像 処 理 部 ３
０ に 転 送 す る 期 間 で あ る 。 Ｇ 、 Ｂ の 撮 像 可 能 期 間 、 転 送 期 間 も 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
ま た 制 御 部 ２ ０ は 、 Ｃ Ｃ Ｄ ７ ０ に 撮 像 制 御 信 号 を 送 信 す る と 同 時 に 、 Ｒ 、 Ｇ 、 Ｂ の 各 閃 光
の 発 光 指 示 に 関 す る 発 光 指 示 パ ル ス を 光 源 部 １ ０ に 送 信 す る 。 発 光 指 示 パ ル ス は 、 Ｔ Ｖ モ
ニ タ の １ フ レ ー ム 分 の 走 査 時 間 内 に お い て 、 Ｒ 、 Ｇ 、 Ｂ の 各 撮 像 可 能 期 間 内 に そ れ ぞ れ 対
応 す る 各 閃 光 が 一 回 ず つ 生 成 さ れ る よ う な 信 号 で あ る 。 つ ま り 通 常 観 察 時 、 制 御 部 ２ ０ は
、 観 察 部 位 で あ る 声 帯 の 振 動 と は 無 関 係 に 光 源 部 １ ０ の 発 光 制 御 を 行 う 。 図 ３ Ｂ に 通 常 観
察 時 の 発 光 指 示 パ ル ス を 示 す 。
【 ０ ０ １ ８ 】
光 源 部 １ ０ は 、 図 ３ Ｂ に 示 す 発 光 指 示 パ ル ス の 立 ち 上 が り 時 に 、 閃 光 が ラ イ ト ガ イ ド 先 端
６ ０ ａ か ら 観 察 部 位 に 向 け て 照 射 さ れ る よ う に 発 光 動 作 を 行 う 。 ま ず 、 光 源 部 １ ０ 内 の ス
ト ロ ボ 光 源 １ が 、 制 御 部 ２ ０ か ら の 発 光 指 示 パ ル ス の 立 ち 上 が り 時 に 同 期 し て 閃 光 を 発 光
す る 。 ス ト ロ ボ 光 源 １ か ら の 閃 光 は 、 制 御 部 ２ ０ に よ り 制 御 さ れ る 絞 り ２ に よ っ て 所 定 の
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光 量 に 絞 ら れ た 後 、 集 光 レ ン ズ ３ に よ っ て 光 束 幅 を 収 束 さ れ つ つ 回 転 フ ィ ル タ 板 ４ に 入 射
す る 。 回 転 フ ィ ル タ 板 ４ は 、 上 記 発 光 指 示 パ ル ス に 対 応 し て 各 色 フ ィ ル タ ４ ｒ 、 ４ ｇ 、 ４
ｂ が 順 次 閃 光 の 光 路 に 挿 入 さ れ る よ う に 回 転 制 御 さ れ る 。 す な わ ち 回 転 フ ィ ル タ 板 ４ を 透
過 す る 閃 光 は 、 順 次 Ｒ 光 、 Ｇ 光 、 Ｂ 光 と な っ て ラ イ ト ガ イ ド ６ ０ に 入 射 す る 。 ラ イ ト ガ イ
ド ６ ０ に 入 射 し た Ｒ 、 Ｇ 、 Ｂ の 各 閃 光 は 、 該 先 端 ６ ０ ａ か ら 照 射 さ れ 、 観 察 部 位 お よ び そ
の 近 傍 を 照 明 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
Ｃ Ｃ Ｄ ７ ０ は 、 図 ３ Ａ に 示 す よ う に 、 撮 像 可 能 期 間 中 に 観 察 部 位 で 反 射 し て 入 射 す る 光 に
よ り 受 光 面 に 形 成 さ れ た 光 学 像 に 対 応 す る 電 荷 を 蓄 積 し 、 撮 像 可 能 期 間 直 後 の 転 送 期 間 に
、 蓄 積 電 荷 を 画 像 信 号 と し て 画 像 処 理 部 ３ ０ に 転 送 す る よ う に 制 御 部 ２ ０ に よ り 制 御 さ れ
る 。 具 体 的 に は 、 図 ３ Ａ 中 × 印 で 示 す 転 送 期 間 内 に お い て 、 上 記 電 荷 は 電 圧 の 変 化 と し て
送 信 さ れ て い る 。 こ こ で 、 図 ３ Ｂ に 示 す よ う に 、 制 御 部 ２ ０ は 、 特 定 の 撮 像 可 能 期 間 内 に
は Ｒ 、 Ｇ 、 Ｂ の い ず れ か 一 つ の 閃 光 が 一 回 だ け 発 光 さ れ 、 か つ 転 送 期 間 中 は 閃 光 が 発 光 さ
れ な い よ う に 光 源 部 １ ０ を 制 御 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
Ｒ 、 Ｇ 、 Ｂ の 各 閃 光 に よ っ て 蓄 積 さ れ た 電 荷 に 対 応 す る 画 像 信 号 （ 以 下 、 Ｒ 、 Ｇ 、 Ｂ の 各
閃 光 に 対 応 し て Ｒ 画 像 信 号 、 Ｇ 画 像 信 号 、 Ｂ 画 像 信 号 と い う ） は 、 画 像 処 理 部 ３ ０ 内 の 前
段 処 理 回 路 ３ ０ ａ に よ っ て Ａ ／ Ｄ 変 換 等 の 所 定 の 画 像 処 理 を 施 さ れ る 。 そ し て 、 Ｒ 、 Ｇ 、
Ｂ の 各 画 像 信 号 は 、 各 色 の 閃 光 に 対 応 す る Ｒ メ モ リ ３ １ 、 Ｇ メ モ リ ３ ２ 、 Ｂ メ モ リ ３ ３ に
そ れ ぞ れ 画 像 デ ー タ と し て 格 納 さ れ る 。 各 メ モ リ ３ １ ～ ３ ３ に 格 納 さ れ て い る 各 画 像 デ ー
タ は 、 制 御 部 ２ ０ の 制 御 に よ っ て 、 所 定 の タ イ ミ ン グ で 一 斉 に 読 み 出 さ れ 、 後 段 処 理 回 路
３ ０ ｂ に お い て Ｄ ／ Ａ 変 換 等 の 所 定 の 画 像 処 理 を 施 さ れ た 後 、 Ｔ Ｖ モ ニ タ に 出 力 さ れ る 。
こ れ に よ り 、 Ｔ Ｖ モ ニ タ １ フ レ ー ム 分 の カ ラ ー 画 像 が 生 成 さ れ る 。 上 記 撮 像 処 理 を 繰 り 返
す こ と に よ り 、 通 常 観 察 用 の カ ラ ー 動 画 像 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
次 に 術 者 が 操 作 パ ネ ル ４ ０ に よ っ て ス ト ロ ボ 観 察 を 設 定 し た 場 合 の 電 子 内 視 鏡 シ ス テ ム １
０ ０ の 撮 像 処 理 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
ス ト ロ ボ 観 察 を 行 う に あ た り 、 術 者 は 、 予 め 患 者 の 喉 付 近 に マ イ ク （ 骨 伝 導 性 マ イ ク ） ５
０ を 固 定 し 、 一 定 レ ベ ル の 音 を 連 続 発 声 し て も ら う 。 マ イ ク ５ ０ は 、 声 帯 の 振 動 波 形 を 検
出 し 、 検 出 信 号 と し て 制 御 部 ２ ０ に 送 信 す る （ 図 ３ Ｄ ） 。 図 ３ Ｄ に 示 す 波 形 に お い て 、 山
が 声 帯 の 開 放 状 態 に 対 応 し 、 谷 が 声 帯 の 閉 塞 状 態 に 対 応 す る 。 制 御 部 ２ ０ は 、 検 出 さ れ た
波 形 を パ ル ス 波 形 に 整 形 す る 。 そ し て 、 制 御 部 ２ ０ は 波 形 を 整 形 し た 信 号 に 同 期 さ せ て 、
以 下 に 詳 述 す る 光 源 部 １ ０ の 発 光 制 御 お よ び Ｃ Ｃ Ｄ ７ ０ の 撮 像 制 御 を す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
こ こ で 、 声 帯 が 一 定 の 周 期 を も っ て 高 速 で 振 動 す る 状 態 を カ ラ ー の ス ロ ー 動 画 と し て 再 生
す る 場 合 、 振 動 中 に あ る 声 帯 の 周 期 的 に 変 化 す る 形 状 （ 例 え ば 、 開 放 状 態 か ら 閉 塞 状 態 を
経 て 再 び 開 放 状 態 に 至 る ま で の 声 帯 の 形 状 ） の 中 の 任 意 の 形 状 が Ｒ 、 Ｇ 、 Ｂ の 各 閃 光 に よ
っ て 撮 像 可 能 で あ る 必 要 が あ る 。 そ の た め に は 、 Ｒ 、 Ｇ 、 Ｂ の 各 撮 像 可 能 期 間 よ り も 声 帯
の 振 動 一 周 期 が 短 く な く て は な ら な い 。 し か し 、 電 子 内 視 鏡 シ ス テ ム １ ０ ０ に 接 続 さ れ る
Ｔ Ｖ モ ニ タ の 周 波 数 が 略 ３ ０ Ｈ ｚ で あ る に も か か わ ら ず 、 一 般 的 な 声 帯 の 振 動 周 波 数 は 、
約 １ ０ ０ Ｈ ｚ か ら 約 ４ ０ ０ Ｈ ｚ 程 度 で あ る 。 従 っ て 、 約 １ ０ ０ Ｈ ｚ 近 傍 で 振 動 す る 声 帯 を
撮 像 し て 、 該 Ｔ Ｖ モ ニ タ に お い て カ ラ ー の ス ロ ー 動 画 と し て 再 生 す る 場 合 、 図 ３ Ａ に 示 す
よ う な 通 常 観 察 時 と 同 等 な 撮 像 制 御 で は 、 撮 像 可 能 期 間 よ り も 声 帯 の 振 動 一 周 期 の 方 が 長
く な っ て し ま い 、 声 帯 の 振 動 状 態 を カ ラ ー の ス ロ ー 動 画 と し て 観 察 す る こ と が で き な い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
そ こ で ス ト ロ ボ 観 察 時 、 制 御 部 ２ ０ は 、 Ｒ 、 Ｇ 、 Ｂ の 各 撮 像 可 能 期 間 が 声 帯 の 振 動 一 周 期
よ り も 長 く な る よ う に 撮 像 制 御 を 行 う 。 具 体 的 に は 、 制 御 部 ２ ０ は 、 Ｔ Ｖ モ ニ タ に お け る
複 数 フ レ ー ム 分 の 走 査 時 間 で １ フ レ ー ム 分 の 画 像 が 撮 像 さ れ る よ う な 撮 像 制 御 信 号 を Ｃ Ｃ
Ｄ ７ ０ に 送 信 す る 。 本 実 施 形 態 の 制 御 部 ２ ０ は 、 再 生 さ れ る 動 画 像 の 滑 ら か さ が 最 大 限 保
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持 さ れ つ つ 、 各 色 の 撮 像 可 能 期 間 を 声 帯 の 振 動 一 周 期 よ り も 長 く す る た め に 、 ２ フ レ ー ム
分 の 走 査 時 間 （ １ ／ １ ５ 秒 ） 内 で １ フ レ ー ム 分 の 画 像 が 撮 像 さ れ る よ う に 撮 像 制 御 し て い
る 。 図 ３ Ｃ に ス ト ロ ボ 観 察 時 に お け る 撮 像 制 御 信 号 を 示 す 。 一 般 に Ｃ Ｃ Ｄ 等 の 撮 像 素 子 に
蓄 積 さ れ た 電 荷 を 転 送 す る た め に 必 要 な 時 間 は 、 該 撮 像 素 子 の 画 素 数 等 の 仕 様 と 転 送 期 間
の 転 送 周 波 数 に よ っ て 予 め 決 定 さ れ る 。 そ の た め 、 図 ３ Ｃ に 示 す 撮 像 制 御 信 号 に お け る 転
送 期 間 も 、 図 ３ Ｂ に 示 す 通 常 観 察 時 の 撮 像 制 御 信 号 に お け る 転 送 期 間 と 同 じ 時 間 に 設 定 さ
れ る 。 こ れ に よ り 図 ３ Ｃ 、 Ｄ に 示 す よ う に 、 ス ト ロ ボ 観 察 時 に お け る 撮 像 制 御 信 号 の 撮 像
可 能 期 間 は 、 声 帯 の 振 動 一 周 期 よ り も 長 く 設 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
ま た 制 御 部 ２ ０ は 、 通 常 観 察 時 と 同 様 に 、 Ｃ Ｃ Ｄ ７ ０ に 撮 像 制 御 信 号 を 送 信 す る と 同 時 に
、 Ｒ 、 Ｇ 、 Ｂ の 各 閃 光 の 発 光 指 示 に 関 す る 発 光 指 示 パ ル ス を 光 源 部 １ ０ に 送 信 す る 。 制 御
部 ２ ０ は 、 Ｔ Ｖ モ ニ タ の ２ フ レ ー ム 分 の 走 査 時 間 内 に お い て 、 Ｒ 、 Ｇ 、 Ｂ の 各 撮 像 可 能 期
間 内 に そ れ ぞ れ 対 応 す る 色 の 閃 光 が 声 帯 の 振 動 一 周 期 中 の 同 一 位 相 に 同 期 し て 一 回 ず つ 生
成 さ れ る よ う に 発 光 指 示 パ ル ス を 送 信 す る 。 図 ３ Ｅ に ス ト ロ ボ 観 察 時 の 発 光 指 示 パ ル ス を
示 す 。 図 ３ Ｅ 中 、 発 光 指 示 パ ル ス を 表 す 記 号 は 、 便 宜 上 、 Ｓ の あ と の 数 字 が 発 光 回 数 を 、
該 数 字 の あ と の ｒ 、 ｇ 、 ｂ が そ れ ぞ れ Ｒ 、 Ｇ 、 Ｂ の 各 閃 光 で あ る こ と を 意 味 す る 。 例 え ば
、 記 号 Ｓ １ ｒ は 第 一 回 目 の Ｒ 光 の 発 光 指 示 パ ル ス を 意 味 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
制 御 部 ２ ０ に は 、 予 め 、 何 フ レ ー ム で 声 帯 の 振 動 一 周 期 を 観 察 す る か に 関 す る デ ー タ が 設
定 さ れ て い る 。 本 実 施 形 態 の 場 合 、 ４ フ レ ー ム （ 通 常 観 察 時 換 算 で ８ フ レ ー ム ） で 声 帯 の
振 動 一 周 期 を 観 察 す る 設 定 に な っ て い る 。 つ ま り 、 特 定 の 色 の 閃 光 に 関 す る 発 光 指 示 パ ル
ス は 、 該 特 定 の 色 と 同 一 色 の 閃 光 に 関 す る 前 回 の 発 光 指 示 パ ル ス の 立 ち 上 が り に 対 応 す る
声 帯 の 振 動 波 形 の 位 相 か ら １ ／ ４ 周 期 ず つ ず れ た 位 相 に 同 期 し て 生 成 さ れ る 。 例 え ば Ｒ 光
に 着 目 し た 場 合 、 第 一 回 目 の 発 光 タ イ ミ ン グ で あ る Ｓ １ ｒ と 第 二 回 目 の 発 光 タ イ ミ ン グ で
あ る Ｓ ２ ｒ と は 声 帯 の 振 動 波 形 に お い て １ ／ ４ 周 期 の ず れ が あ る こ と が わ か る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
な お 、 制 御 部 ２ ０ は 、 常 に 、 マ イ ク ５ ０ か ら の 検 出 信 号 を 用 い て 声 帯 の 振 動 波 形 一 波 長 ご
と の 周 期 を 計 時 し て い る 。 そ し て 、 制 御 部 ２ ０ は 、 撮 像 制 御 信 号 の 立 下 り 直 前 （ 撮 像 可 能
期 間 の 開 始 直 前 ） に 計 時 し た 波 長 の 周 期 に 基 づ い て 、 該 撮 像 制 御 信 号 の 立 下 り 直 後 の 波 長
の 周 期 内 の 所 定 の 位 相 に 同 期 し て 発 光 指 示 パ ル ス を 生 成 す る 。 例 え ば 、 発 光 指 示 パ ル ス Ｓ
１ ｒ は 、 周 期 Ｔ １ に 基 づ い て 決 定 さ れ た 周 期 Ｔ ２ 内 の 所 定 の 位 相 Ｐ １ に 同 期 し て 生 成 さ れ
る 。 ま た 、 発 光 指 示 パ ル ス Ｓ ２ ｒ 、 Ｓ ２ ｇ 、 Ｓ ２ ｂ は 、 振 動 波 形 に お け る 所 定 の 位 相 Ｐ １
か ら １ ／ ４ 周 期 ず れ た 位 相 Ｐ ２ に 同 期 し て 生 成 さ れ る 。 以 降 の 発 光 指 示 パ ル ス も 同 様 に し
て 生 成 さ れ る 。 た だ し 、 発 光 指 示 パ ル ス が 生 成 さ れ る の は あ く ま で も 該 撮 像 制 御 信 号 の 立
下 り 直 後 の 一 波 長 内 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
発 光 指 示 パ ル ス に よ る 光 源 部 １ ０ の 発 光 動 作 、 お よ び 撮 像 制 御 信 号 に 対 応 し た Ｃ Ｃ Ｄ ７ ０
の 撮 像 動 作 は 、 通 常 観 察 時 と 同 様 で あ る た め こ こ で の 説 明 は 省 略 す る 。 Ｃ Ｃ Ｄ ７ ０ か ら 順
次 転 送 さ れ る Ｒ 、 Ｇ 、 Ｂ の 各 画 像 信 号 は 、 上 記 通 常 観 察 時 と 同 様 に 、 画 像 処 理 部 ３ ０ の 前
段 処 理 部 ３ ０ ａ を 介 し て 各 メ モ リ ３ １ ～ ３ ３ に 順 次 格 納 さ れ る 。 制 御 部 ２ ０ は 、 各 メ モ リ
３ １ ～ ３ ３ に 格 納 さ れ る Ｒ 、 Ｇ 、 Ｂ の 各 画 像 デ ー タ を Ｔ Ｖ モ ニ タ の 周 期 に 対 応 し て 一 斉 に
読 み 出 し て 、 後 段 処 理 回 路 ３ ０ ｂ を 介 し て 、 Ｔ Ｖ モ ニ タ に 同 時 出 力 す る 。 こ れ に よ り 、 Ｔ
Ｖ モ ニ タ １ フ レ ー ム 分 の カ ラ ー 画 像 が 生 成 さ れ る 。 上 記 撮 像 処 理 を 繰 り 返 す こ と に よ り 、
ス ト ロ ボ 観 察 用 の カ ラ ー 動 画 像 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
以 上 が 、 ス ト ロ ボ 観 察 時 の 電 子 内 視 鏡 シ ス テ ム １ ０ ０ の 撮 像 処 理 で あ る 。 こ こ で 注 目 す べ
き は 、 電 子 内 視 鏡 シ ス テ ム １ ０ ０ を 構 成 す る 機 器 で あ る 。 プ ロ セ ッ サ １ ０ ０ ａ は 、 本 願 独
自 の 構 成 を 備 え て い る が 、 電 子 ス コ ー プ １ ０ ０ ｂ は 、 既 に 病 院 等 で 使 用 さ れ て い る 既 存 の
も の を そ の ま ま 利 用 で き る 。 つ ま り 非 常 に 安 価 な 構 成 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
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以 上 が 本 発 明 の 実 施 形 態 で あ る 。 な お 上 述 し た 実 施 形 態 で は 、 観 察 部 位 を 一 定 レ ベ ル の 音
を 発 声 中 の 声 帯 と 仮 定 し て 説 明 し た が 、 電 子 内 視 鏡 シ ス テ ム １ ０ ０ は 、 声 帯 を 撮 影 す る と
き の み 使 用 さ れ る も の で は な い 。 例 え ば 、 鼓 動 を 続 け る 心 臓 等 、 他 の 振 動 す る 部 位 を 撮 影
す る と き に も 使 用 で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
ま た 、 上 記 実 施 形 態 の 光 源 部 １ ０ は 、 単 一 の ス ト ロ ボ 光 源 １ と 回 転 フ ィ ル タ 板 と に よ っ て
Ｒ 、 Ｇ 、 Ｂ の 閃 光 を 生 成 し て い る が 、 そ れ ぞ れ Ｒ 、 Ｇ 、 Ｂ の 色 フ ィ ル タ を 前 面 に 備 え た 三
つ の ス ト ロ ボ 光 源 と 、 各 光 源 か ら 照 射 さ れ る 閃 光 を 絞 り ２ や 集 光 レ ン ズ ３ に 導 く 導 光 手 段
と を 備 え る 構 成 に す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
さ ら に 、 上 記 実 施 形 態 で は 、 ２ フ レ ー ム 期 間 ご と に １ ／ ４ 周 期 ず れ た 位 相 に 対 応 す る 振 動
状 態 に あ る 声 帯 を 撮 像 す る こ と に よ り 、 ス ロ ー 動 画 を 再 生 し て い る 。 こ こ で 、 常 に 同 一 位
相 に 対 応 す る 振 動 状 態 に あ る 声 帯 を 撮 像 す る よ う に 設 定 す れ ば 、 高 速 で 振 動 す る 声 帯 の 特
定 の 形 状 の み を カ ラ ー の 静 止 画 像 と し て 観 察 す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
【 発 明 の 効 果 】
こ の よ う に 本 発 明 の 電 子 ス コ ー プ 用 プ ロ セ ッ サ は 、 ス ト ロ ボ 光 源 を 用 い て 、 通 常 観 察 と ス
ト ロ ボ 観 察 と で 撮 像 手 段 の 撮 像 可 能 期 間 を 変 更 す る こ と に よ り 、 術 者 に 煩 わ し さ を 感 じ さ
せ る こ と な く 、 通 常 観 察 の み な ら ず 、 観 察 部 位 の 振 動 状 態 を カ ラ ー の ス ロ ー 動 画 と し て 観
察 す る こ と が で き 、 術 者 の 便 宜 に 資 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
ま た 、 従 来 は 通 常 観 察 用 内 視 鏡 シ ス テ ム と ス ト ロ ボ 観 察 用 内 視 鏡 シ ス テ ム と の 二 種 類 が 必
要 で あ っ た た め 、 診 察 室 内 に お け る 内 視 鏡 シ ス テ ム の 占 有 空 間 が 非 常 に 大 き く な り 配 線 ケ
ー ブ ル も 多 数 に な っ て し ま っ て い た と こ ろ 、 本 願 発 明 に よ れ ば 、 一 つ の 電 子 内 視 鏡 シ ス テ
ム で 二 種 類 の 観 察 が 可 能 で あ る た め 、 省 ス ペ ー ス 化 、 配 線 構 成 の 簡 素 化 も 達 成 さ れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 の 電 子 内 視 鏡 シ ス テ ム の 概 略 構 成 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 の 回 転 フ ィ ル タ 板 の 概 略 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 の 電 子 内 視 鏡 シ ス テ ム の 撮 像 処 理 に 関 す る タ イ ミ ン グ チ ャ ー ト
で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 　 ス ト ロ ボ 光 源
４ 　 　 回 転 フ ィ ル タ 板
１ ０ 　 　 光 源 部
２ ０ 　 　 制 御 部
３ ０ 　 　 画 像 信 号 処 理 部
４ ０ 　 　 操 作 パ ネ ル
５ ０ 　 　 マ イ ク
６ ０ 　 　 ラ イ ト ガ イ ド
７ ０ 　 　 Ｃ Ｃ Ｄ
１ ０ ０ 　 　 電 子 内 視 鏡 シ ス テ ム
１ ０ ０ ａ 　 プ ロ セ ッ サ
１ ０ ０ ｂ 　 電 子 ス コ ー プ
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